
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本旅客鉄道労働組合(ＪＲ東労組) 

２０２５年 ６月２５日 №３ 

  

 

２
０
２
５
年
６
月
２
３
日
、
東

京
地
方
裁
判
所
５
３
０
号
法
廷

に
て
１
３
時
１
０
分
か
ら
「
被
害

者
が
加
害
者
に
さ
れ
た
！
Ｊ
Ｒ

東
日
本
武
蔵
小
金
井
駅
暴
行

事
件
」
の
第
２
回
口
頭
弁
論
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
に

引
き
続
き
多
く
の
支
援
者
が

駆
け
付
け
、
傍
聴
席
は
満
席
と

な
り
ま
し
た
。 

裁
判
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｂ

副
長
の
準
備
書
面
等
に
対
し
、

原
告
の
Ａ
さ
ん
が
反
論
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
反
論

に
当
た
り
、
Ａ
さ
ん
代
理
人
か

ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
Ｂ
副
長
の
主
張
が
異
な

る
こ
と
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
代
理
人
か
ら
「
違

い
は
承
知
し
て
い
る
」
と
会
社

と
し
て
副
長
や
周
り
に
い
た
人

か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
た
結

果
を
含
め
て
の
主
張
だ
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
裁
判
官
も
違
い

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
ど

こ
が
違
う
の
か
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的

に
あ
る
と
わ
か
り
や
す
い
と
述

べ
ら
れ
た
の
で
、
原
告
と
し
て

ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
わ
か
り
や
す

い
も
の
を
反
論
と
し
て
用
意
す

る
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

■
第
３
回
口
頭
弁
論 

２
０
２
５
年
９
月
８
日
１
５
時 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
副
長
Ｂ
の
主
張
が
異
な
る
事
を
指
摘
！ 

統一ビラ配布行動 
盛岡駅、秋田駅、弘前駅、仙台駅、新橋駅、千葉駅、船橋駅、 

大船駅、川崎駅、武蔵小金井駅、大宮駅 

【ビラを受け取った市民からのメッセージ】 

JR東日本武蔵小金井駅暴行事件について、ビラを頂き

ました。 

まだ 22 歳という若さで、記者会見に至るまで、ま

た至ってからもどれ程孤独に葛藤し続けてこられたん

だろうと、相当の圧力の中で精心疾患になってもおかし

くない。非常に許しがたく、怒りが湧きます。喉を押さ

えた上司の人間性と、それをかばう組織の支持者の人間

性に呆れ返ります。 

配布箇所：１３か所 配布人数：１７６名 配布枚数：１，８８４枚 

【会社の主張】ＡさんとＢ副長が押し合う

状態になり、その際に、Ａさんが押合いの

反動でソファー席にもたれかかる形で座

ることになった。 

▼ 
【副長Ｂの主張】右手を自身の前に出し、

Ａさんに掌を向け「座って下さい。」とい

いながらソファーに誘導した。 

【会社の主張】Ｂ副長がそれを押さえる

というやりとりが続いた 

▼ 
【副長Ｂの主張】Ｂ副長がＡさんに触れ

ていないにもかかわらず「パワハラ」や

「助けてー」等の発言を繰り返していた。 


